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進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

湯浅町歴史まちづくり庁内連絡会議

湯浅町歴史的風致維持向上計画推進協議会（R3.3.19)

地方創生ブランド戦略推進課（企画・観光・歴史まちづくり等）、教育委員会（文化財保護等）、産業建設課（都市計画・道路
等）による推進体制をとっている。これに総務広報課（防災）を加えて昨年度末から実施している担当者連絡会議につい
て、「湯浅町歴史まちづくり庁内連絡会議設置要綱」を定め、５回の会議（うち１回は個別案件の会議）を行うことで、庁内の
歴まち計画に関する認識の共有や課題の検討が進められている。
法定協議会である「湯浅町歴史的風致維持向上計画推進協議会」を3月19日に開催し、計画の進行管理・評価について意
見聴取を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸①-1
組織体制

項目

歴史的風致維持向上に向けた連携及び推進体制

本計画の実現、推進に向けて、地方創生ブランド戦略推進課、教育委員会及び産業建設課が中心となり、国、
県等関係機関との協議を行うとともに適切な支援を得る。また、歴史まちづくり法第11条の規定に基づき設置し
た推進協議会は、計画の実施に関する連絡・調整を行う。なお、必要に応じて、湯浅町都市計画審議会や湯浅
町文化財保護審議会、湯浅町伝統的建造物群保存地区保存審議会、文化財所有者等と連絡調整を行うもの
とする。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

湯浅町－1



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等
第四次湯浅町長期総合計画（令和３年３月）

湯浅町都市計画マスタープラン

〔都市計画法〕本計画における重点区域は、一部を除き都市計画区域に含まれており、都市計画マスタープラ
ンにおいて、豊かな自然・歴史的資源を取り入れたまちづくりを推進する旨定めている。都市計画区域に指定
されていない周辺地域においても、中心市街地等と一体的な整備や地域間の連携を強化することで課題に対
応し、バランスのとれた整備を進めることとする。
〔景観法〕本歴史的風致維持向上計画の内容を反映した景観計画の策定等を検討する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成２９年度に、湯浅町都市計画マスタープラン（平成１２年度策定）を、重伝建選定や有田圏域都市計画区域マスタープ
ラン（和歌山県策定）、湯浅町歴史的風致維持向上計画との整合性を図り、歴史的景観の維持、良好な景観形成をまちづ
くりの目標に盛り込んで改訂している。また、令和3年度からの第四次湯浅町長期総合計画では、町の将来像を「歴史と人
の温もりで支え合うまち 湯浅」として、良好な市街地環境を保全することとし、自然景観や町並み保存、空家対策を進める
としている。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸②-1
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

良好な景観の形成に関する施策との連携

湯浅町－2



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等
重要伝統的建造物群保存地区内における修理・修景に対する補助

重要伝統的建造物群保存地区保存修理事業

平成１９年度～

伝統的建造物群基盤強化事業（保存修理）

重要伝統的建造物群保存地区において、伝統的建造物に特定している歴史的建造物の保存修理とその他の
建築物の修景による整備を進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

重要伝統的建造物群保存地区内の建造物の計画的な修復や修理を実施することにより、適切な保存を図ることができ
た。
□令和２年度の実績
　重要伝統的建造物群保存地区保存修理事業　・建築物の修理・修景に対する補助　６件

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

修理物件

修景物件

湯浅町－3



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等
旧栖原家住宅整備工事

拠点施設の公開活用

町単独事業、伝統的建造物群基盤強化事業（公開活用）、地方創生推進交付金

歴史的風致を活かしたまちづくりの拠点施設として必要な歴史的建造物を保存・整備し、重要伝統的建造物群
保存地区の公開活用を促進する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

重伝建地区内の元醤油醸造家の建物、旧栖原家住宅について、土蔵２棟の整備が完了した。
既存の拠点施設については、コロナ禍の影響を受けて開館できない時期もあったが、対策を行いながら活用をしている。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-2
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

重要伝統的建造物群保存地区拠点施設整備活用事業

平成１９年度～

ヘリテージマネージャーの現場見学の様子旧栖原家住宅 土蔵

甚風呂 湯浅まちなみ交流

岡正 北町ふれあいギャラ甚風呂におけるコロナ対応の一例
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

大仙堀への生活排水等の流入を防ぐ対策や施工方法の検討を進める中で、和歌山県の許可を得て、地盤状況確認のた
めのボーリング調査、護岸確認のための試掘調査、石積み内部の空洞確認のためのレーザー探査を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

大仙堀環境整備事業

平成２９年度～

町単独、地方創生推進交付金

重要伝統的建造物群保存地区の象徴である大仙堀の保存と水辺環境の整備を行い、住環境整備と観光振興
を図る。

評価軸③-3

大仙堀調査平面図

石積みのレーザー探査 大仙堀内のボーリング調査

調査風景
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-4
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的風致形成建造物修理活用事業

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

湯浅駅旧駅舎　建造物調査の様子

平成２９年度～

町単独事業

歴史的風致の活動が行われる建造物及び良好な市街地環境を構成する建造物の歴史的風致形成建造物へ
の指定を検討し、それらを保存活用するための取組みを進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

歴史的風致形成建造物の候補である、JR湯浅駅の旧駅舎について、その建造物としての概要を把握するための詳細な調
査を行い、開業当初に遡るものと言えること、増築を伴う改変の痕跡があったこと等が確認された。この調査成果を踏ま
え、歴史的風致形成建造物の指定について処理を進めることとした。

復原平面図 （少なくとも２期の増築が確認された）

湯浅町－6



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

町道１２６号線（熊野古道）の整備計画

ストリートプリントによる施工

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

山田川の右岸を通る熊野古道の道路整備において、熊野古道を歩く歩行者の安全確保を図るための張り出し歩道を、景
観に配慮したデザインを検討しつつ設計を行った。また、熊野古道付近の本町区において、ストリートプリント（再加熱式型
押しアスファルト工法）による道路美装を施工した。
伝建地区の街路灯については、交換の際に使用するものを電球色にすることで、順次統一していっている。

評価軸③-5
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

熊野古道及び重要伝統的建造物群保存地区周辺道路美装化事業
街路灯等整備事業

平成２９年度～、平成１４年度～

町単独事業

熊野古道や重要伝統的建造物群保存地区とその周辺の街路について、良好な市街地環境の保全整備と来訪
者の周遊性を高めるために、復元、再生、町並みとの調和、歩行者の利便性など整備手法を十分検証し、美
装化を進める。
重要伝統的建造物群保存地区とその周辺や熊野古道において、良好な市街地環境にふさわしい街路灯など
を整備し、歴史的景観の向上を図る。

整備検討区間 位置図

施工後施工前

湯浅町－7



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

歴史的風致活用国際観光支援事業

新北栄橋付近の観光用駐車場の整備

熊野古道や重要伝統的建造物群保存地区とその周辺における案内板や主要な文化財などの説明板の多言
語化・統一デザインを検討し設置するほか、来訪者の周遊性と利便性の向上のため必要な場所には、 オープ
ンスペースを活用した広場、駐車場、トイレなど、周遊性向上 のための施設の整備を進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

歴史的風致活用国際観光支援事業により、新設された拠点施設である湯浅えき蔵に広域案内板を、熊野古道沿道に誘導
板を設置した。また、伝建地区付近の新北栄橋近くの駐車場の整備、トイレの新設が完了し、来訪者の利便性が向上し
た。県事業として、伝建地区内の県道沿いに駐車場・トイレ・休憩施設を整備する「まちなみの駅」の実施設計が行われて
いる。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

平成２８年度～

歴史的風致活用国際観光支援事業、町単独事業

評価軸③-6
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

案内板等整備事業

広域案内板 熊野古道誘導板

湯浅町－8



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-7
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

防災施設整備事業

本町への防火水槽の設置計画（予定）

平成２９年度～

町単独事業、伝統的建造物群基盤強化事業（防災施設等）

重要伝統的建造物群保存地区において、初期消火活動等に有効となる歴史的景観に配慮した防災設備を検
討し、設置を進めるとともに、地域住民による防災訓練に取組む。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

伝建地区における防火水槽について、もう１基の設置場所の検討を進めている。
熊野古道に近い本町区付近に、40トンの耐震性防火水槽を設置することを検討した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等
伝建地区内の防火水槽設置の検討

設置済み箇所

検討エリア
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等
複合施設「湯浅えき蔵」のオープン

湯浅駅前周辺整備　完成イメージ図

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

図書館や観光案内等とともに、避難所としての役割も担う複合施設「湯浅えき蔵」は、10月にオープニング式典を行い、全
面的に運営を開始した。駅周辺整備については、駐車（輪）場の整備を進めるとともに、用地取得や併設する公園の設計、
旧駅舎の活用方法の検討などを行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

湯浅駅周辺整備事業

平成２８年度～

町単独事業、社会資本総合整備交付金事業（都市構造再編集中支援事業）

昭和2年(1927)開業当時の駅舎の文化財指定等による保存･整備をはじめ、町の玄関口である湯浅駅とその周
辺において、歴史的な魅力の発信や観光客受入機能の強化を目的とした総合的な駅周辺整備を進める。

評価軸③-8

10/3 湯浅えき蔵オープニング式典 図書館の様子
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

文化財等調査事業

平成２８年度～

町単独事業、埋蔵文化財発掘調査等事業、文化遺産総合活用推進事業

町内にある建造物、史跡、民俗文化財などの文化財の調査を実施し、学術的価値を確認すると共に、未指定
文化財の指定等や、既指定等文化財の上位指定を進める。 また、醍醐寺金堂の湯浅での所在地の研究や、
歴史資源のリストアップとアーカイブ化を進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

湯浅町では、湯浅駅旧駅舎建造物調査を（一社）和歌山県建築士会に委託して実施した。登録有形文化財や歴史的風致
形成建造物になりうる民間所有の建造物について、積極的に現場確認に努めた。また、和歌山県立博物館等による「歴史
から学ぶ防災2020」の取組み・調査など、学術機関等による調査への協力の際には極力同行し、成果の共有をお願いし
た。

評価軸③-9
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的建造物の現況確認

「歴史から学ぶ防災2020」に向けた調査への協力

湯浅駅旧駅舎の調査
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

古民家再生事業に関するまちづくり計画の検討

移住相談の様子

町単独事業、文化財建造物等を活用した地域活性化事業

重点区域を中心とする町内の空き家において、まちづくりと連携した様々な活用提案の支援を行う。また、ＵＩ
ターン移住の希望者や農業・漁業の新規就労者の住まいなど、定住促進のための利活用の促進を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成２９年度に協定を結んだ一般社団法人ノオト・株式会社紀陽銀行との連携に基づき、令和２年度は一般社団法人ノオ
トに「古民家再生事業に関するまちづくり計画策定業務」を委託し、歴史的建築物の活用による地域活性化の方法、湯浅
駅旧駅舎の活用プラン、そのための事業スキームの検討等を行った。また、移住希望者の相談対応を行うなど、空き家を
利用した移住定住の促進に努めた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-10
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

空き家利活用事業

平成１９年度～

移住相談会（和歌山市） 現地見学の様子

湯浅駅旧駅舎や市街地の歴史的建造物の活用検討調査
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

文化財の展示

講演会の開催・協力

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

湯浅えき蔵のオープニング式典の際、図書館内の郷土資料コーナーにおいて町所蔵の醤油関連文化財の展示を行った。
また、県立紀伊風土記の丘、県立博物館等の展示に町所蔵の文化財の貸し出しを行った。
県立博物館等が主催する「歴史から学ぶ防災2020」現地学習会（2/28）、有田川町と共催の「湯浅党城館跡シンポジウム」
（3/20）を湯浅えき蔵で実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

文化財公開等普及啓発事業

平成１９年度～

町単独事業

本町固有の歴史的風致に関する文化財の公開・展示や講演会、ワークショップ、見学会の開催、パンフレット等
の作成など、さまざまな形での情報発信や普及啓発のための取組みを進める。

評価軸③-11

湯浅えき蔵オープニング式典での文化財展示

（令和２年１０月３日）
紀伊風土記の丘「埴輪が語る古墳の祀り」への協力

令和２年１０月３日～１２月３日

歴史から学ぶ防災2020 湯浅町現地学習会

（令和３年２月２８日）
湯浅党城館跡シンポジウム「湯浅党城館跡の保存と活用」

（令和３年３月２０日）
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（様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

シロウオ漁の普及啓発・維持の取組み

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

三面獅子の用具の補修・新調

伝統行事等継承支援事業

平成２３年度～

町単独事業、文化遺産総合活用推進事業

町内各所にある社寺等で継承されている祭礼などの伝統行事や民俗 芸能、町内に伝わる風習や食文化な
ど、幅広い伝統文化を継承するための記録・用具等整備・後継者育成・情報発信など総合的な支援に取組む。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、伝統行事の多くは中止せざるを得なくなった。その中で、顯國神社および國
津神社では、それぞれ補助金を得て三面獅子の用具の補修や新調を行った。また、シロウオ漁をPRするシロウオまつりは
中止となったが、漁は通常通り行われたほか、河川清掃や普及啓発のためのシロウオ写真展等が行われ、伝統漁法の維
持・普及に努めた。

評価軸③-12
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

國津神社三面獅子の用具新調

（コミュニティ助成事業）

顯國神社三面獅子の用具補修・新調

（明治安田クオリティオブライフ文化財団の助成）

広川河口の河川清掃 シロウオ写真展（湯浅えき蔵）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

「みかん栽培の礎を築いた有田みかんシステム」の日本農業遺産認定

全国各地でのＰＲ

地方創生推進交付金事業、日本遺産魅力発信推進事業、地方創生拠点整備交付金事業

醤油・金山寺味噌、シラスをはじめとする水産物、柑橘類などのＰ Ｒや情報発信において、歴史的価値付けを
プラスし、地域ブランドの確立を目指してＰＲ等を推進する。同じく、特産物を生産する歴史的環境保全のため、
湯浅湾とその周辺に広がる段々畑の歴史的景観の保全整備等に努め、担い手育成など生産事業者に対する
支援に取組む。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

産業の担い手育成を通じた歴史的風致の維持に資する取組みとして、農業の新規就労者に対する支援（令和２年度は２
件）を行った。また、令和３年２月には、「みかん栽培の礎を築いた有田みかんシステム」が日本農業遺産の認定を受け、
有田みかんのブランド化が一層強いものとなった。
新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、全国的なイベントの場は少なかったものの、愛媛県今治市で行われた日本
遺産フェスティバルに出展し、醤油発祥の地としてのＰＲを行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-13
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

特産物等PR総合支援事業

平成１４年度～

日本遺産フェスティバルin今治 （令和２年１０月１０日～１１日）
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の保存・活用の現状と今後の方針

指定等文化財については、文化財保護法や関係法令に基づいて適切な保護措置を講じる。未指定文化財に
ついては、現状把握を行い文化財的価値を調査し、必要な措置を講じる。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成２８年度から有田市・有田川町と連携して進めてきた湯浅城跡の調査により、令和３年３月「湯浅党城館跡」として国の
史跡に指定された。湯浅町における国の文化財（登録・選定は除く）の新規指定として、90年ぶりのことである。
地域の文化財の現状把握、さらなる調査、そしてそれらを活かした取組みを推進するための湯浅町文化財保存活用地域
計画を作成している。今年度は、文化財の悉皆的把握のまとめや、歴史文化の特徴の整理、地域の課題抽出を行ってお
り、その中で詳細な方針や課題解決のための措置を検討している。

評価軸④-1

日本遺産フェスティバルin今治 （令和２年１０月１０日～１１日）

「湯浅党城館跡 （湯浅城跡・藤並館跡）」の国指定史跡が決定

湯浅町文化財保存活用地域計画 構成案

序 章

第１章 湯浅町の概要

第２章 文化財に関する調査

第３章 湯浅町の文化財の概要

第４章 湯浅町の歴史文化の特徴

第５章 文化財の保存活用に関する課題

第６章 文化財の保存・活用に関する方針と措置

第７章 関連文化財群の設定 ～「湯浅ばなし」～

第８章 文化財の防災・防犯

第９章 文化財の保存・活用の推進体制

第７章 関連文化財群の設定 ～「湯浅ばなし」～

（１）湯浅のはじまり―古代湯浅と天神山古墳―

（２）湯浅党の活躍

（３）熊野詣と湯浅―熊野古道をめぐる物語―

（４）醤油醸造の発祥の地

（５）武士たちの湯浅

（６）湯浅の海が育んだ漁業・製網技術

（７）各地で活躍する栖原の商人たち

（８）災害の記憶とともに

（９）湯浅から発信される芸術文化

（１０）三面獅子が舞う神社の祭礼

（１１）湯浅の柑橘栽培と段々畑の広がる風景

（１２）地域の人々の学び

（１３）近代化する湯浅―有田地方の中心として―

作成中の湯浅町文化財保存活用地域計画の内容

（今後の協議・審議等による変更の可能性あり）
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

文化財の保存修理が必要な場合は、詳細な調査を行うと同時に、文化財の価値の所在を明らかにし、適切な
文化財の価値の維持を図りつつ、計画的に実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

具体的な修理要望のある施無畏寺鎮守社（県指定）、深専寺地蔵堂（町指定）の修理内容の検討に立ち会う等、適切な文
化財保護に繋がる事業内容となるよう、和歌山県文化財センター等にも協力を得ながら、所有者からの相談に対応した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸④-2
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の保存修理等

施無畏寺や総代会メンバーとともに、鎮守社修理方針を検討した。

深専寺地蔵堂の修理方針検討のため専門業者による現況調査が行われた。

（今後の協議・審議等による変更の可能性あり）
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

文化財の保存・活用に関わる各種団体との連携

保存活用に関わる各種団体の連携や、ネットワーク化、組織強化、新たな団体の設立促進などを通じて、町全
体で文化財を支えていく体制の構築に努める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

伝建地区をはじめとした歴史的建造物の調査、保存、修理・修景等を通じた保存活用、防災体制における連携などを目的
に、文化財保護法に基づく文化財保存活用支援団体として、一般社団法人 和歌山県建築士会を指定した。これは、全国
的に第1号となる指定である。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸④-3
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財保存活用支援団体の指定に係る通知書（写）

文化財保存活用支援団体 業務計画書（抜粋）

文化財保存活用支援団体 業務計画

①歴史的建造物の改修・整備にかかる相談や支援、設計・監理業務の受託等
②伝建地区における民間の保存修理事業における設計士の斡旋

③伝建地区の保存修理事業の支援
④歴史的建造物の調査研究
⑤歴史的建造物の保存等の提案、調整

⑥歴史的建造物・伝建地区の災害後の復旧支援
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進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和２年度

日本農業遺産　新たに２地域 令和3年2月25日 朝日新聞

防災　先人から学ぼう　湯浅で市民向け学習会 令和3年3月1日 毎日新聞

湯浅えき蔵　JR駅と一体 観光拠点開業 令和2年10月8日 読売新聞

北恵比寿神社　鳥居改築竣功奉告祭 令和2年11月1日 和歌山特報

湯浅町・広川町　日本遺産巡りスタンプラリー 令和2年8月10日 有田タイムス

虫干しの風習知って　重陽の節句 ひな人形展示 令和2年9月7日 毎日新聞

ニュースの門＠和歌山　しょうゆの町 湯浅（連載） 令和2年4月11日～17日 読売新聞

醤油発祥の地　早く日常に 令和2年5月3日 産経新聞

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

湯浅城跡の史跡指定や、日本農業遺産の認定に関する報道のほか、新型コロナウイルスの感染拡大の中で取り組まれ
ている動きを取り上げた報道や、町並みの魅力を取り上げた報道など、湯浅町の説明の枕詞として歴史や文化財が使わ
れることが多かった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画の進捗に影響あり
□計画の進捗に影響なし

町の活気　つるし雛に願い　町民有志ら1万2000体目標 令和3年3月17日 毎日新聞

「湯浅党城館跡」国史跡に　実像と活用を考える 令和3年3月25日 有田タイムス

春の風物詩「シロウオ漁」始まる！！ 令和3年2月11日 和歌山特報

湯浅城跡　（文化財物語 きのくにの宝 10） 令和3年2月19日 毎日新聞

国史跡　県内から２ヵ所 令和2年11月23日 朝日新聞

味覚も町並みも堪能　有田地域　（ゆるりわかやま自転車旅） 令和3年1月25日 朝日新聞

評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

読売新聞 令和２年４月１１日（土）
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進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 令和２年度

計画に記載
している内容

■計画の進捗に影響あり
□計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

歴史・文化に関する意識調査

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

文化財保存活用地域計画の作成、これまでの日本遺産や伝建地区をめぐる取組みの効果を検証するため、インターネット
および講演会会場参加者に対するアンケート調査を実施した。伝建地区や日本遺産という言葉の認知度は高いものの詳
細までの理解が不足していることや、湯浅町の魅力に歴史・文化財をあげる人が多数いること、そのうち代表的なイメージ
として醤油醸造をあげる人が多いことがわかった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸⑥-1
その他（効果等）

項目

アンケートの主な質問項目

①湯浅町に重要伝統的建造物群保存地区があることを知っていますか？

②湯浅町の醤油醸造にまつわるストーリーが日本遺産の認定を受けていることを知っていますか？

③湯浅町の一番の魅力は何だと感じますか？

アンケート結果（R3.3.31時点）

回答者 合計 181件

内訳（回答方法）： WEB 47件 、紙アンケート 134件

①湯浅町の伝建地区について

③湯浅町の一番の魅力は何だと思いますか？ ④湯浅町の歴史・文化財の代表的なイメージは？

②湯浅町の日本遺産について
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令和２年度

・法定協議会等におけるコメント

会議等の開催日時：令和３年３月１９日（金）　１３時３０分～

（今後の対応方針）

◆湯浅駅旧駅舎の整備にあたっては、保存すべき特徴的な部分を見極めたうえで、活用しやすい
ものとなるよう進めていきたい。調査を委託した和歌山県建築士会との連携を引き続きもっていき
たい。

◆これまで排水を堀に流さないようにすることを検討してきている。工作物の設置にあたり、やはり
地盤や石積みの強度、コンクリート根継の状況などが影響を及ぼすことから、今年度は、ボーリン
グ調査、石積内の空洞等を把握するためのレーザ測量、根継付近の掘削調査を行った。成果を
分析し、今後の展開を検討したい。その際、様々な専門家からの意見を聴取しながら、和歌山県
等と連携して進めていきたい。

◆昨年度日本遺産事業で旧栖原家（フジイチ）での醤油醸造風景を再現したVRを作成しているの
で、これを活用したい。上質な主屋の空間、そこで使われていた民俗資料が旧栖原家の特徴なの
で、他の施設と差別化しながらみせていきたい。

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　（様式２）

評価対象年度

コメントが出された会議等の名称：
　　　　令和２年度 湯浅町歴史的風致維持向上計画推進協議会

（コメントの概要）

◆道路美装化を検討するにあたり、トリックアートのようなペイントで工夫している事例が他都市で
ある。安全を最優先に考えたときに有効な事例だと思うので、参考にされたい。

◆湯浅駅旧駅舎の整備にあたっては、今回の建造物調査を踏まえたうえで、人が集える場として
の活用を考えてほしい。修理報告書のようなものの刊行も含めて整備工事を進めてもらいたい。

◆大仙堀の事業について、何が調査されて、次にどうなるのか。

◆大仙堀の周辺では、水路が深く掘られていることから、町が成立したころから水や地盤の弱さを
意識していた可能性がある。これまであまり調べられていなかった部分でもあり、改めて調べる必
要があるかもしれない。

◆大仙堀は、様々な分野の専門家の意見を聴取するとともに、事業はかなり大規模になると見込
まれることも含めて、和歌山県などとしっかりと連携していくこと。

◆旧栖原家の活用にあたっては、VRなどの先端技術の活用も考えて新しい展示の方法を考えて
ほしい。また、町家の内部空間の特徴を象徴的に残す建物なので、それをしっかりと見せてほし
い。
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